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先
日
、
仕
事
で
山
形
県
に

お
邪
魔
し
た
。
そ
の
後
の
懇

親
会
ま
で
の
時
間
、
ブ
ラ
ブ

ラ
と
市
内
を
散
策
し
、
土
産

物
で
も
と
思
い
立
ち
お
店
を

訪
れ
た
。
そ
こ
で
見
慣
れ
た

ラ
ベ
ル
で
は
あ
る
も
の
の
、

大
い
に
違
和
感
の
あ
る
も
の

を
見
つ
け
た
。
日
本
酒
「
盤

城
寿
親
父
の
小
言
」
で
あ
る
。

「
親
父
の
小
言
」
フ
ァ

ン
を
自
称
す
る
私
の

頭
の
中
は
「
？
？
？
」

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
、
「
親
父

の
小
言
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
を
し
た
い
と

思
う
。
今
で
は
誰
も

が
居
酒
屋
の
ト
イ
レ

な
ど
で
何
度
も
目
に

し
、
広
く
馴
染
み
の

あ
る
処
世
訓
で
あ
る

が
、
福
島
県
の
浪
江

町
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
。

浪
江
町
に
あ
る
古
刹
・

大
聖
寺
の
住
職
が
45

か
条
の
小
言
集
を
綴
り
、
家

訓
と
し
て
掲
げ
た
の
が
昭
和

の
初
め
こ
ろ
の
こ
と
。
そ
れ

に
大
聖
寺
の
檀
家
の
一
人
で

あ
っ
た
松
葉
屋
（
現
マ
ツ
バ

ヤ
）
さ
ん
の
亭
主
と
ご
子
息

が
目
を
付
け
た
。
45
か
条
の

中
か
ら
38
か
条
を
厳
選
し
た

う
え
、
現
代
風
に
「
て
に
を

は
」
を
整
え
て
商
品
化
を
し

た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
親

父
の
小
言
」
で
あ
る
。
独
特

な
「
ひ
げ
文
字
」
も
こ
の
時

に
松
葉
屋
さ
ん
の
社
員
で
あ
っ

た
書
道
家
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
も
の
。
額
装
品
が
販
売
さ

れ
る
と
大
い
に
話
題
を
呼
び
、

同
じ
く
浪
江
町
の
伝
統
工
芸

品
で
あ
っ
た
「
大
堀
相
馬
焼
」

の
湯
飲
み
に
も
「
ひ
げ
文
字
」

を
入
れ
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
こ

れ
が
昭
和
の
30
年
代
の
こ
と

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
に
多
く
の
模
倣
品
が
発
売

さ
れ
、
今
で
は
す
っ
か
り
皆

さ
ん
の
馴
染
み
の
福
島
を
代

表
す
る
土
産
物
に
な
っ
て
い

る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
だ

か
ら
、
山
形
の
土
産
物
に
並

ん
で
い
る
「
親
父
の
小
言
」

に
は
違
和
感
が
あ
っ
た
。

調
べ
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
、

「
親
父
の
小
言
」
は
今
で
は

「
マ
ツ
バ
ヤ
」
の
登
録
商
標

（
２
０
１
２
年
登
録
）
で
ブ

ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
る
。
日

本
酒
「
盤
城
寿
親
父
の
小
言
」

は
山
形
の
鈴
木
酒
造
さ
ん
の

お
酒
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の

鈴
木
酒
造
さ
ん
、
も
と
も
と

浪
江
町
で
商
い
を
さ
れ
て
い

た
も
の
が
、
震
災
以
降
に
山

形
に
移
り
再
建
さ
れ
た
酒
屋

さ
ん
だ
そ
う
で
、
し
っ
か
り

福
島
の
お
土
産
と
し
て
も
同

じ
お
酒
が
売
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

震
災
の
爪
痕
は
消
え
る
こ
と

な
く
、
避
難
先
で
生
活
の
基

盤
を
整
え
、
帰
還
さ
れ
な
い

決
心
を
さ
れ
た
方
々
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
お
聞
き
し

た
。
浪
江
の
酒
も
山
形
の
コ

メ
で
山
形
で
造
る
。
改
め
て

あ
の
日
を
思
い
出
す
と
と
も

に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
方
々
に
、
勝
手
な
が
ら

エ
ー
ル
を
送
り
た
く
な
っ
た
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
鵜鵜
居居
正正
行行
））

う

い
ま
さ
ゆ
き

10
月
25
日
、
岩
﨑
隊

友
会
理
事
長
、
岩
田
偕

行
社
副
理
事
長
、
中
畑

水
交
会
研
究
委
員
及
び

杉
山
つ
ば
さ
会
副
会
長

は
、
空
幕
会
議
室
に
お

い
て
吉
田
統
幕
長
、
森

下
陸
幕
長
、
酒
井
海
幕

長
及
び
内
倉
空
幕
長
に

対
し
大
臣
説
明
に
先
立

ち
実
施
し
た
。

説
明
の
後
、
吉
田
統

幕
長
は
「
我
々
の
や
っ

て
い
る
こ
と
の
１
歩
、

２
歩
先
を
記
述
し
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
羅
針

盤
と
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
と
も

世
の
中
の
方
に
も
広
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
感
想
を
述

べ
た
。
政
策
提
言
書
の

概
要
は
12
月
号
に
掲
載

予
定
。

令
和
５
年
度
自
衛
隊
殉
職

隊
員
追
悼
式
が
10
月
21
日
、

防
衛
省
慰
霊
碑
地
区
で
行
わ

れ
、
新
た
に
祀
ら
れ
た
御
霊

26
柱
（
陸
20
柱
、
海
５
柱
、

空
１
柱
）
の
殉
職
隊
員
の
遺

族
を
は
じ
め
、
岸
田
内
閣
総

理
大
臣
、
木
原
防
衛
大
臣
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
の
高
級
幹

部
ら
３
０
０
名
が
参
列
し
、

警
察
予
備
隊
創
設
以
来
の
殉

職
隊
員
２
０
８
０
柱
（
陸
１

１
２
２
柱
、
海
４
９
０
柱
、

空
４
３
７
柱
、
そ
の
他
31
柱
）

の
御
霊
の
ご
冥
福
を
祈
っ
た
。

国
歌
斉
唱
に
続
き
、
新
た

に
昨
年
９
月
１
日
か
ら
今
年

８
月
31
日
ま
で
の
間
に
公
務

で
亡
く
な
ら
れ
た
26
隊
員
の

名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、

木
原
大
臣
が
26
柱
の
名
簿
を

奉
納
。
陸
自
第
３
０
２
保
安

警
務
中
隊
に
よ
る
特
別
儀
仗

隊
が
捧
げ
銃
、
陸
自
中
央
音

楽
隊
が
「
国
の
鎮
め
」
を
演

奏
す
る
中
、
参
列
者
全
員
が

拝
礼
、
黙
祷
し
た
。

追
悼
の
辞
で
岸
田
首
相
は

「
強
い
覚
悟
を
も
っ
て
、
職

務
の
遂
行
に
全
身
全
霊
を
捧

げ
た
殉
職
隊
員
は
、
我
が
国

の
誇
り
で
す
。
尊
い
犠
牲
を

無
に
す
る
こ
と
な
く
ご
遺
志

を
受
け
継
ぎ
、
国
民
の
命
と

暮
ら
し
を
断
固
と
し
て
守
り

抜
い
て
い
く
、
そ
し
て
、
地

域
と
世
界
の
平
和
と
安
定
に

貢
献
す
る
た
め
全
力
を
尽
く

す
こ
と
を
、
改
め
て
誓
い
ま

す
」
と
決
意
を
表
明
。
続
い

て
木
原
大
臣
は
「
幾
多
の
方
々

が
旺
盛
な
責
任
感
の
も
と
、

身
の
危
険
も
顧
み
ず
、
任
務

の
完
遂
に
努
め
、
志
半
ば
に

し
て
そ
の
職
に
殉
じ
ら
れ
た

事
実
を
、
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

最
後
に
遺
族
を
代
表
し
て
、

今
年
４
月
の
宮
古
島
沖
で
の

陸
自
ヘ
リ
の
墜
落
事
故
で
殉

職
し
た
８
師
団
長
・
故
坂
元

雄
一
陸
将
の
妻
、
坂
元
陽
子

様
が
挨
拶
を
述
べ
、
追
悼
式

は
終
了
し
た
。

殉職隊員慰霊碑の前で追悼の辞を述べる木原大臣
（防衛省 SNS）

山山形形でで生生ききるる「「親親父父のの小小言言」」

10
月
28
日
、
隊
友
会
は
、
防
衛
省
・
自

衛
隊
の
広
報
と
防
衛
基
盤
の
育
成
に
貢
献

し
た
趣
旨
で
、
木
原
防
衛
大
臣
か
ら
感
謝

状
を
贈
呈
さ
れ
た
。
隊
友
会
全
体
と
し
て

の
感
謝
状
贈
呈
を
受
け
る
の
は
、
平
成
５

年
の
西
元
陸
幕
長
か
ら
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
派

遣
隊
員
へ
の
支
援
）
と
、
令
和
３
年
の
橋

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
会
長
か
ら

以
来
で
３
回
目
と
な
る
。

贈
呈
式
に
は
岩
﨑
理
事
長
が
出
席
し
た
。

防防
衛衛
大大
臣臣
かか
らら

感感
謝謝
状状

木木
原原
大大
臣臣
2266
柱柱
をを
奉奉
納納

自自
衛衛
隊隊
殉殉
職職
隊隊
員員
追追
悼悼
式式
厳厳
粛粛
にに
挙挙
行行
10
月
６
日
、
海
自
八
戸
航

空
基
地
に
お
い
て
、
第
２
航

空
群
（
群
司
令
・
石
川
一
郎

海
将
補
）
を
基
幹
と
し
て
、

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に

派
遣
さ
れ
る
第
53
次
派
遣
海

賊
対
処
行
動
航
空
隊
（
司
令
・

斎
藤
啓
一
郎
２
等
海
佐
）
の

出
国
行
事
が
行
わ
れ
た
。

約
60
名
の
要
員
は
、
基
地

隊
員
、
家
族
及
び
自
衛
隊
支

援
団
体
等
約
３
０
０
名
の
見

送
り
を
受
け
、
翌
７
日
、
民

航
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
青
森
空

港
か
ら
出
国
し
た
。
出
国
に

際
し
、
斎
藤
司
令
は
「
隊
員

の
心
身
の
健
康
を
保
つ
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高

い
意
識
を
も
っ
て
、
任
務
を

完
遂
す
る
所
存
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
10
月
４
日
、

第
２
航
空
群
司
令
立
会
の
も

と
斎
藤
司
令
に
青
森
県
隊
友

会
（
会
長
・
堀
内
直
樹
）
三

八
地
域
支
部
小
笠
原
治
仁
支

部
長
が
任
務
の
完
遂
と
無
事

の
帰
国
を
願
い
、
隊
友
会
か

ら
の
激
励
品
を
贈
呈
し
た
。

（
三
八
地
域
支
部
・
小
清
水

吉
弘
）

◇
４
月
に
出
国
し
た
第
52
次

派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊

要
員
は
、
Ｐ
ー
３
Ｃ
を
現
地

に
留
め
、
10
月
15
日
に
民
間

航
空
機
で
那
覇
基
地
に
帰
国

し
た
。

令
和
２
年
の
第
38
次
と
39

次
の
要
員
交
代
の
際
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

ジ
ブ
チ
入
国
制
限
と
定
期
整

備
の
た
め
の
航
空
機
入
替
タ

イ
ミ
ン
グ
の
関
係
で
、
航
空

機
の
み
が
先
に
交
代
し
、
要

員
は
２
カ
月
程
度
遅
れ
て
チ

ャ
ー
タ
ー
機
で

出
入
国
し
た
と

い
う
例
外
は
あ

っ
た
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
は
原

則
と
し
て
要
員

及
び
航
空
機
は

約
３
カ
月
交
代

で
あ
っ
た
。

今
回
の
よ
う

に
、
航
空
機
を

ジ
ブ
チ
に
残
し
、

約
６
カ
月
の
間

隔
で
要
員
の
み

交
代
す
る
の
は

初
め
て
と
な
る
。

見送りを受ける派遣隊員

海海
賊賊
対対
処処
行行
動動
航航
空空
隊隊
出出
国国

10
月
21
日
未
明
、
及
び
11

月
３
日
夜
の
２
回
、
イ
ス
ラ

エ
ル
か
ら
退
避
す
る
邦
人
ら

計
１
２
９
名
を
乗
せ
た
Ｋ
Ｃ
ー

７
６
７
空
中
給
油
・
輸
送
機

が
羽
田
空
港
に
到
着
し
た
。

中
東
情
勢
の
緊
迫
に
よ
り
、

防
衛
省
は
10
月
13
日
以
降
、

外
務
大
臣
か
ら
の
邦
人
輸
送

の
準
備
要
請
を
受
け
、
空
自

航
空
支
援
集
団
司
令
官
（
森

田
雄
博
空

将
）
を
指

揮
官
と
す

る
統
合
任

務
部
隊
を

編
成
し
、

Ｋ
Ｃ
ー
７

６
７
空
中

給
油
・
輸

送
機
１
機

及
び
Ｃ
ー

２
輸
送
機

２
機
を
ジ

ブ
チ
及
び

ヨ
ル
ダ
ン
で
待
機
さ
せ
て
い

た
。今

回
の
邦
人
等
空
輸
は
、

10
月
18
日
に
外
務
大
臣
か
ら

の
在
外
邦
人
等
の
輸
送
依
頼

が
あ
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
待
機

し
て
い
た
Ｋ
Ｃ
ー
７
６
７
が

20
日
未
明
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に

移
動
、
邦
人
と
外
国
籍
の
家

族
ら
83
名
を
乗
せ
、
ヨ
ル
ダ

ン
経
由
で
羽
田
に
到
着
し
た
。

そ
の
後
、
再
び
ヨ
ル
ダ
ン
で

待
機
、
11
月
２
日
夜
に
46
名

が
搭
乗
、
３
日
夜
に
羽
田
に

到
着
し
た
。
な
お
、
２
回
の

搭
乗
者
の
う
ち
邦
人
は
60
名
、

外
国
籍
の
邦
人
家
族
は
６
名
、

そ
の
ほ
か
は
韓
国
、
ベ
ト
ナ

ム
及
び
台
湾
国
籍
の
人
と
な
っ

て
い
る
。

羽田到着後の機内で握手する隊員と避難家族
（統幕 SNS）

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

５
千
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

有
松
勝
行

様

１
万
円

井
上
吉
隆

様

１
万
円

（
順
不
同
、
十
月
三
十
一
日
現
在
）
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斎藤司令に隊友会からの激励品を贈呈する支部長

政政策策提提言言書書をを

４４幕幕僚僚長長にに説説明明

つつばばささ会会水水交交会会偕偕行行社社隊隊友友会会

隊隊
友友
会会

令和５年11月15日
第835号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/ 来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。

令和５年度定時総会
の議決権行使要領と議案を

４面と５面の間に同封しました。

「防衛省からのお知らせ」
－防衛省を退職した皆様へ－

４面に掲載

新理事長に

岩﨑茂相談役
が就任

元気のある支部
投稿募集

８面に詳細

隊友会の新パンフレットが
できました。
右の２次元コードからご覧ください。


